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研究成果の概要（和文）：

非教員養成大学における教員養成の改善を目指して、Moodle(LMS,学習管理システム)を活
用して学習支援することを試みた。教育に関する基礎的情報を提供し、それに関連した小テス
トを実施した。さらに、教育に関する具体的テーマについて、Moodle のフォーラムを利用し
たディスカッションを実施した。これらの取り組みによる、明確な教育効果を確認することは
難しい。しかし、この取り組みのために採用されたメンターによる援助もあり、ディスカッシ
ョンに参加した学生たちは、取り上げたテーマについて、かなり活発な議論を展開しており、
学生たちの教育職に対する関心が高まっている傾向が認められた。

研究成果の概要（英文）：
In order to improve our teacher training methods, while at the same time catering for

students who are not aiming to become teachers, we tried using the Moodle LMS (Learning
Management System) to support our teacher training classes. First, we presented basic
information on education to the students and tested them on that. Then, we used Moodle
forums to allow students to discuss specific themes in education. It was difficult to confirm
whether or not there was any significant educational effect using this approach. However,
perhaps because of the assistance from the "mentors" assigned during this trial, we found
that many students participated very actively in the discussions on the specific educational
themes. Also, there was a noticable increase in student's interest in the teaching
profession.
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１．研究開始当初の背景

学校教員は、担当教科に関する優れた知

識・技能を有することは言うまでもないが、

それと同時に、子どもの成長・発達のあるべ

き姿を考え、特に現代社会を健全に生きる人
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間を育てる学校教育の在り方を追求し、子ど

もの成長・発達のしくみを理解すること等、

教育全般に関わる豊富な知識・技能をし、現

実的課題解決に取り組む能力も必要である。

教員養成を主たる目的としない大学であ

る石川県立大学におけるカリキュラム構成

は、当然のことながら教員養成を中心にした

ものとはなっていない。いわゆる教職科目は、

１・２学年に集中して開講されており、４年

次で実施する教育実習や教員採用試験への

準備に向けて、適切な学習環境が整っている

とは言えない。

このような現状を踏まえ、我々はカリキュ

ラムに組み込まれた教職関連事項を補強す

る必要を強く感じ、1・2年次学生に対する授

業業進行と平行した学習支援とともに、３年

次以降の学生に対する教職科目関連内容に

ついての補足的指導が必要であると考えた。

幸い最近の ICT 環境の発達はめざましく、

我々の考える補足的学習指導のために、これ

らによるプラスの効果が期待できると考え、

LMS(学習管理システム)である Moodleを活

用した学習指導を試みることとした。

２．研究の目的

非教員養成学部における教員養成の充実

をめざし、以下の実践を試みた。

(1)教職関連事項に関する学習支援

教職関連知識等に関する学習支援として、

LMS(Moodle)を使用した教職関連事項及び

小テストの提供並びに用紙に印刷した小テ

ストの実施により、学生たちの関連知識の保

持・確保を図る。

(2)教育関連事項に関するディスカッション

Moodle のフォーラムを活用した教育に関

するテーマに沿ったディスカッションを実

施し、学生の教育関連事項に関する関心度等

の確保と発展をめざす。なお、このディスカ

ッションを中心として、異学年学生間の相互

作用も期待し、働きかけた。

３．研究の方法

(1)Moodleのシステム設定

本研究のために、Moodle 用サーバを導入

した(CPU はインテル製の Xeon プロセッサ

２個、メモリー4Gbyte、ハードディスク

250Gbyte、 イ ン ス ト ー ル し た OS は

FreeBSD 8.0)。Moodle運用に必要な Web

サーバには、Apache -2.2.4、スクリプト

言 語 PHP5.2.3 、 デ ー タ ベ ー ス

MySQL5.0.45 を、その他 POP3 認証に必要

な imap4、ログイン時におけるログイン情報

の暗号化に必要な OpenSSL 等をインストー

ルし、Moodle 1.8.3を動作させた。

学生がどこからでもディスカッションに

参加できるようにするため、Moodle システ

ムにあるログイン情報暗号化により学外か

らもアクセスできるようにした。

利用する無記名ディスカッションフォー

ラムやメンターロールのシステムは学外で

開発したが、そのインストール・更新の煩雑

さを避けるため、2 つのインストールモジュ

ール(aforum.install.full.php および

aforum.install.mini.php)を開発し、こ

れによりインストール等は、開発モジュール

を学外から本学 Moodleにアップロード等に

より可能とした。

(2)教職関連事項に関する学習支援

教育関連事項に対する関心や知識の維

持・拡大を目指して、Moodle 上に学習支援

に関する連絡、最近の教育関連ニュース、教

員採用試験に関する情報等を掲載した。

また、教職関連の小テストを掲載し、学生

自身が学習効果等を知ることができるよう



にした。石川県教員採用試験の特徴の一つで

ある「ふるさと問題」についても試みた。

(3)教職関連事項に関するディスカッション

毎年度後期に、具体的な教育テーマを取り

上げ、Moodle のフォーラムにより、ディス

カッショを行った。取り上げた具体的テーマ

は以下の通りである。1・2年生を対象とした

が、それぞれ、3・4年生の参加も呼びかけた。

・規範意識の発達について

・学校選択制について

・学校で育てる学力について

・規範意識の発達について

・高等学校における校則について

・いじめに対する教員の対応について

ディスカッションの円滑な遂行のために、

以下の措置を施した。

①関連資料の提供

ディスカッションの内容に関連した情報

を授業時間中に配布したり、Moodle 上で提

供したりして、それを参考にディスカッショ

ンに参加するように指導した。

②メンターの採用

ディスカッションの円滑な実施とともに、

特に教員志望の強い学生へのより高度かつ

きめ細かな指導をもめざし、更には担当教員

の負担軽減もめざして、メンターを採用した。

彼らの主な役割は、①ディスカッションの

ためのコンテンツの作成・提供、②ディスカ

ッションにおけるモデレータの役割、③ディ

スカッション後のまとめの提供、である。

なお、Moodle 上でのメンターの役割(権

限)については、現在は、教員とともに、デ

ィスカッションのための資料作成を担当す

る役割を加え、教員の補佐役としての機能を

強化している。

③スクリーンネームの使用

ディスカッションにおいては、発言の抵抗

感を弱めるために、スクリーンネームを使用

し本名が表示されない状況で(教員には本名

が見える)、実施することにした。

最近の学生たちにとって、主体的に自分の

意見を表明することは、言語表現が必ずしも

得意でないことや、自己表明を躊躇する傾向

などから、かなり困難であることが推測され

る。向き合って誰が何を言っているかが分か

る状況でのディスカッションがそのあるべ

き姿であるが、現実的には、抵抗感や困難度

を軽減した状況から経験させることが、むし

ろ適切であると考えた。

④関連情報の提供

平行して開講している教職科目の授業中

に担当教員から、また Moodle上でも、ディ

スカッションのために参照すべき関連情報

を提供した。

⑤参加回数の指定

現実的には、学生全員が積極的に参加する

ことは期待できないと判断し、授業の一環と

して、発言の最低回数を定めた。

⑥メンターなどによる議論の整理や促し

議論がいつでも整然と進行するとは限ら

ないので、メンターを中心に議論の整理や促

しを行った。最終年度を除いて、担当教員は

議論に参加しなかったので、もっぱらこの役

割はメンターを中心とした上級学生による

ところが大きかった。

⑦動画による資料提供

文字による資料提供に加えて、映像世代と

言われる現代の若者を考え、最終年度(2009

年度)には、フリーソフト T2V を利用した動

画による資料提供を試みた。

(4)教職意識等に関するアンケート調査実施

ここでの取り組みの効果を確認すること



並びに学生の参加への動機づけを高めるこ

ともめざし、毎年度初め及び学年度末に、各

種アンケート調査を実施した。

①教職意識に関する調査

教育関連事項に対する関心・態度や教職へ

の志望の強さ等を把握するために、各質問に

ついて「4そう思う」～「1そうは思わない」

から選択することを求めた (表 1)。

表1 教職意識質問項目

1 是非とも教員になりたい
2 今、どんな教育がなされているかには、あまり関心が無い
3 子どもが健やかに育つために、何か力になりたい
4 いろいろは問題指摘があるが、言時的には、

今の子どもの育ち方はしかたがないと思う
5 教育の問題は大きすぎて、自分で考えることは難しい
6 教育についての、自分の考えを持っているとは言えない
7 教職について勉強することが、自分の生き方を

豊かにするような気がする
8 国の教育施策について、言いたいことがある
9 大人があまり関わらなくても、子どもは健全に育つと思う
10 子どもの発達のために、学校は重要な役割を果たしていると思う
11 教育の話を聞いたり、教育を扱った特集番組を見るのが好きだ
12 教育の在り方について、人に自分の考えを伝えることができる

ここでの調査内容を以下「教職意識」と呼

ぶことにするが、因子分析による推測により、

「自分の教育観を持っている」、「子どもの成

長のために役立ちたい」、「教育への関心度」

等からなると考える。

②教職関連事項に関する調査

教職に関する知識や時事問題に対する理

解度を把握するために、これらに関する小テ

ストを実施した。LMS上で提供した(2007年

度)が、ネット上で

の学生の参加が少

ない状況も考慮し、

客観テスト形式問

題を印刷物による

調査を実施した

(具体例、表 2)。

③ディスカッションについての調査

毎年度ディスカッション実施直後に、その

ディスカッションに対する感想や今後の参

加意欲等について尋ねている(表 3)。テーマ

の受け止め方、参加するために参考にしたも

の、ディスカッションは面白かったか、今後

も参加したいか等について尋ねた。

また、意見表明に対する抵抗感について、

スクリーンネームの使用と関連させながら、

「4 抵抗感はない」～「1 抵抗感がある」か

ら選択するように求めた (表 4)。

表3 ディスカッションの印象についての質問

1 ディスカッションのテーマ「○○○」は参加しやすかったか
a 参加しやすかった
b どちらかといえば参加しやすかった
c どちらかといえば参加しにくかった
d 参加しにくかった
そのように感じたのはなぜか

2 ディスカッションに参加する際、資料などを参考にしたか
a Moodle上に用意されていた資料を参照した
b 授業中に配られた資料を参照した
c 図書・情報センタの本を参照した
d 友人と個人的に話をし、その内容を参照した
e 何も参考にしなかった
ｆ その他

3 複数学年が一緒にディスカッションすることに、どう感じたか
a 他学年の意見が聞けて良かった
b 誰が他学年かわからなくて、良かった
c 誰が他学年かわからなくて、良くなかった
d 特に何も感じなかった
e その他

4 全体を通して、ディスカッションは面白かったか
a とても面白かった
b まあ面白かった
c あまり面白くなかった
d 面白くなかった
そのように感じたのはなぜか

5 来年度ディスカッションを行うとしたら、参加したいか
a 積極的に参加したい
b まあ参加したい
c あまり参加したいとは思わない
d 参加したいとは思わない

(注)記述は実際のものよりも簡略化している

表4 意見表明への抵抗感

1 掲示板で実名で書き込み
2 掲示板でスクリーンネームで書き込み

3 同じ受講生に実名で書き込み

4 同じ受講生にスクリーンネームで書き込み

5 他学年学生も含めた場で実名で書き込み

6 他学年学生も含めた場でスクリーンネームで書き込み

(注)記述は実際のものよりも簡略化している

４．研究成果

(1)対象学生の特徴

本学の教員免許取得希望学生(以下、「教職

課程学生」と呼ぶ)数は、各学年とも学生定

員の 12～13％、10数人である。

教職課程学生の教職意識は、入学時では一

般学生とあまり相違しないと思われる。共通

した比較的顕著な傾向としては、子どもの育

ち方に学校教育が大きな役割を果たしてい

表2 教育関連知識小テスト項目例

1 中央教育審議会
2 国際学習到達度調査
3 教育時事問題
4 特別支援学校
5 新学習指導要領
6 日本教育史
7 具体的操作期
8 シェイピング
9 絶対評価
10 非指示的カウンセリング



ると考え、教育についての自分の明確な考え

方があるとは思わず、教育や子どもの成長に

対してほどほどの関心を持っている。

教職課程学生の、その後の教職意識につい

ては、あまり顕著な変化は認められない。

(2)授業以外での学習支援

Moodle 上で教員から提供された、最近の

ニュースの紹介を含めた教育問題について

の解説、学生が作成したものを含めた小テス

トに対する学生の関心は高いとは言えず、か

なり強力な誘い・指導が必要であった。これ

とは別に印刷物による小テストも実施した。

日常的な教員による指導により、知識を獲

得させることはできており、これが Moodle

上での経験がきっかけになった可能性もあ

るが、これらについての客観的データを得る

ことは出来ていない。

教員志望の強さと小テスト成績とは相関

しており、教員志望傾向は関連知識の習得を

促していることが推測される。

(3)LMSを活用したディスカッション

ディスカッションの場として、授業を受け

ている友達同士、異学年の学生も参加した場

合、誰でも見ることができる掲示板の場合に

ついて、それぞれ実名で発言する場合とスク

リーンネームで発言する際の抵抗感につい

て尋ねたが、推測されるように、いずれの場

においてもスクリーンネーム使用により抵

抗感が弱まり、誰でも見ることができる掲示

板での発言では相対的に抵抗感が強い。

学生たちがそれなりに興味を持つと予測

されるものをテーマとして取り上げたこと

もあり、また授業との関連でかなり強く参加

を求めたこともあり、学生の参加と発言は相

応にあった。その内容も、議論に参加するに

従って発展し、興味も拡大し、意欲的に発言

する状況も認められた。勿論個人差はあるが、

この経験により教育に関しての考えを深め

る機会になった者も少なくなかった。

ただ、すべての点で期待された発展があっ

た訳ではなく、例えば、高校教員としてどの

ように考えるかを求めたが、個人的な経験を

披露するに留まり議論が発展しなかったり、

熱心さのあまり過度に攻撃的な発言や、未熟

な議論に終わる場合も少なくない。これに対

する学生からの反省意見もあった。

学生への議論参加の指導が、自発的参加・

発展への変化を期待したが、その実現は必ず

しも容易ではないことを改めて感じた。

教職観、ディスカッションについての感想、

教育関連知識等について、調査を行ったが、

実際のディスカッションの質等とは、特別な

傾向は認められず、この試みの教職観等への

影響を窺わせる傾向は認められなかった。

教職観等が短期間に変化することは当然

期待できない。また、教職観等は、これ以外

の情報や経験等、さまざまな要因の影響を受

けることが考えられ、ここでの効果として明

らかにすることは当然困難である。

しかし、ここでの経験については、多くの

肯定的記述が認められ、さらに継続的な取り

組みが有効である。

この円滑な進行のためにメンターを採用

したが、彼らのディスカッションの円滑な進

行への貢献とともに、彼ら自身の教職に対す

る関心の広がりや深まりは、当初期待してい

た水準に達している。その更なる発展の可能

性も窺えるので、更なる取り組みを期したい。

(3)まとめと課題

非教員養成学部における教員養成のため

に、e-learning を利用することは、他の方法

では実現できない学習活動が可能であることを



はじめとして、学生の学習過程、教員の指導、

学生の学び方をより明確にする点で、有効であ

る。しかしその効果を挙げるには、相応の準備が

必要であることは言うまでもなく、またこれが通常

の指導法に替わるものではない。今回の試みに

おいても、通常の指導では達成しにくいものが

達成できたことも明らかであるが、他方、直接指

導する旧来のやり方の方が良い結果をもたらす、

よりきめ細かい指導を実現できなかった側面もあ

り、従来の指導とe-learningとが相互補完す

る有効な支援であることも確認された。いくつか

の改善を加えつつ、この取り組みを継続すること

が良い効果をもたらすことが期待される。
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